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保
育
所
や
幼
稚
園
を
は
じ
め
、地
域
の
子

育
て
な
ど
を
支
援
す
る「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
」が
平
成
27
年
４
月
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。ほ
し
の
こ
保
育
園
は
、平
成
27

年
12
月
１
日
事
業
所
内
施
設
で
郡
山
市
初

の
認
可
保
育
園
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
、

職
員
の
お
子
さ
ん
に
加
え
て
地
域
の
お
子

さ
ん
も
入
園
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

認
可
事
業
開
始
か
ら
10
ヶ
月
が
経
過
し
た

現
在
、地
域
児
童
20
名
を
含
め
た
80
名
以
上

の
園
児
達
が
元
気
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

園
児
増
加
に
伴
い
行
事
も
拡
大
し
、８
月

に
開
催
し
た
夏
ま
つ
り
の
参
加
総
数
は
、約

300
名
と
大
盛
況
で
し
た
。ま
た
今
年
度
は
、

外
部
講
師
を
招
い
て
の「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ

ン
ス
教
室
」を
開
始
。子
ど
も
達
の
運
動
不

足
や
ス
ト
レ
ス
解
消
、更
に
親
子
で
集
え
る

場
の
提
供
等
を
目
的
と
し
て
、週
１
回
実
施

し
て
い
ま
す
。ま
た
法
人
の
農
業
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
栽
培
し
た
夏
野
菜
の
収
穫
を
体
験

さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
と
、子
ど
も
達
は
様
々

な
経
験
を
重
ね
る
た
び
に
、大
き
く
た
く
ま

し
く
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

秋
に
は
、“
広
報
こ
お
り
や
ま
”で
の
公
募

に
よ
る
一
般
の
親
子
を
交
え
て
の「
い
な
わ

し
ろ
カ
ワ
セ
ミ
水
族
館
」へ
の
バ
ス
遠
足
を

企
画
し
ま
し
た
。

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
や
調
和
を
大
切
に

考
え
、子
ど
も
達
の
支
援
は
も
と
よ
り
、地

域
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
な
る
園
づ
く
り

を
目
指
し
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
し
て

様
々
な
経
験
と
夢
と
希
望
を
い
っ
ぱ
い
に

つ
め
込
ん
だ
子
ど
も
達
が
、未
来
へ
向
か
っ

て
大
き
く
は
ば
た
い
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

当
園
の
こ
れ
ま
で
の
運
営
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。今
後
と
も
子
ど
も
達
の
健
や
か

な
成
長
と
園
の
躍
進
の
た
め
、ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ほ
し
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　「経皮感作により発症する食物アレルギー」が広く
認知されたのは、「茶のしずく石鹸」事件です。それま
で小麦アレルギーのない成人が、小麦加水分解物グル
パール19S含有の「茶のしずく石鹸」を使用してグル
パール19Sに反応する免疫グロブリンIgEが作られ、そ
の後、小麦食品を食べてアレルギー即時型症状を発症
したのです（図１）。

　口紅などの化粧品に使用されるコチニール色素と、
赤い食品（カニカマ・マカロンなど）、人工甘味料（エ
リスリトールなど）入り歯磨きとダイエット飲料など
にも、同様の機序で「経皮・経粘膜感作⇒食べてアレ
ルギー発症」の報告があります。
　「感作」とは、アレルギーの原因物質（アレルゲン・
抗原）に結合する、「抗原特異的抗体IgE」が作られる
ことです。「感作」は「アレルギー発症」とイコール
ではありません。この「感作と発症」の区別が大変重
要です。感作があっても食べられる場合が多く、確定
診断には経口食物負荷試験が必須です。
　また、食物アレルギーがクラス１とクラス２に分類
されました（図２）。花粉・食物アレルギー症候群は

花粉症に合併する食物アレルギーで、花粉に対する特
異的IgEが、食べた果物や食品に含まれる共通成分（コ
ンポーネント）に反応して口腔粘膜に過敏症状を生じ
るものです。代表的なカバノキ科花粉症（ハンノキ・
シラカンバ）では、「プロフィリン」を含むリンゴ・サ
クランボ・モモ・イチゴなどに反応して、食べられな
くなることがあります。同じく医療従事者に増えてい
るラテックスアレルギーはラテックス・フルーツ症候
群と呼ばれ、「PR-10」を含むバナナ・アボガド・クリ・
キウイ・ブドウやパイナップルに反応します。

　つぎに小児の食物アレルギーについてお話します。
胎児期～乳児期に経胎盤・母乳・皮膚などで原因抗
原に暴露され、特異的IgE上昇による感作が成立する
と考えられます。多くは乳児期にアトピー性皮膚炎を
伴い、離乳期に即時型症状で発症します。
　小児においても「経皮感作」は話題です。「二重ア
レルゲン曝露仮説」（図３）：「低用量の環境内食物抗

原への暴露は、経皮的にアレルゲンに対する感作を誘
導し、高用量の抗原の経口摂取は免疫寛容を誘導す
る」。つまりホコリやよごれから入る微量な食物抗原
は、経皮感作（経湿疹感作）＝IgE抗体を作り、食物ア
レルギーの原因になる。しかし早く食べると、特異的
IgEは作られず、食物アレルギーにはならない（免疫
寛容）という説です。それを裏付ける研究がなされ、

「４～11か月のアレルギー素因リスクの高い乳児にお
いて、ピーナッツが早期に摂取開始されると、ピーナッ
ツアレルギーが減少する」と報告され、世界のアレル
ギー学会がこれを認めました（図４）。

　日本でも国立成育医療センターで、「生後まもなくか
ら保湿剤でスキンケアを開始したところ、湿疹とアト
ピー性皮膚炎が30％減少した」そうです。しかし鶏卵
特異的IgE（感作）の減少は証明されませんでした。
　尚、お母様方が妊娠中、予防目的に「ピーナッツや
タマゴなどを食べない」ことは逆効果です。「免疫寛
容（食べられること）を妨げる」ことが実証されてい
ますので、偏らずバランスよく食べることをお勧めし
ます。
　同様に、離乳食の開始を遅くすることも、離乳食前
に血液検査をすることも間違いです。「感作のみ」が
区別できず、余計な食物除去が増えてしまいます。生
後４～５か月頃を目安に、「新鮮な食材を十分加熱し

星総合病院
診療部長兼小児科部長
佐久間　弘子

について

図１．即時型アレルギーの症状

じんましん 皮膚が赤くなる

図２．食物アレルギーのクラス分類

クラス１ 食物アレルギー クラス２ 食物アレルギー

食物抗原（感作）

感作抗原＝誘発抗原

食物抗原誘発

花粉抗原
（感作）

交差反応

野菜・果物
で誘発

トロピカル
フルーツで誘発

接触・吸入抗原
（ラテックス）

口腔アレルギー
症候群（狭義）
花粉・食物アレ
ルギー症候群

（PFAS)

ラテックス・フ
ルーツ症候群

（LPS）

図３．食物抗原の経皮感作により食物アレルギーリスクが増大する
＝　dual-allergen-exposure hypothesis

Lack G. J Allergy Clin Immunol. 2008;121:1331. Lack G, et al. N Engl J Med. 2003;348:977.
Du Tois G. et al. J Allergy Clin Immunol. 2008;122:984. Fox AT. J Allergy Clin Immunol. 2009;123:417. 

　ピーナッツアレルギーは先進国の 1～ 3％の子供達に認めら
れ、世界的に増加し続ける大変厄介な健康問題となっている。
　このステートメントは乳児の離乳時期において“遅く”ではな
く、むしろなるべく“早く”ピーナッツの摂取を開始する方が有
益であるというエビデンスを紹介している。

図４．ピーナッツアレルギー発症予防に関する
日本アレルギー学会を含む

世界の10の学会によるコンセンサスステートメント

☆ただし、すでにピーナッツアレルギーを発
症している、乳児期以降の児のピーナッツ摂
取は極めて危険な行為である。

経皮感作と経口食物負荷テスト

小児の食物アレルギー
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て、少しずつ」離乳食を進めれば、症状が出ても軽症
ですみますので、こわがらずに、「アレルギー症状が出
てから」の診断をおまかせください。
　当院では「スキンケア」を病棟ナースが指導してい
ます（図５）。スキンケアで改善しない湿疹は食物ア

レルギーの関与を疑い、スキンプリックテストや血液
検査で特異的IgEの有無を検討します。食物日誌をつ
けていただき、（母乳栄養なら）お母様の食事内容も含
めて、１－２週間の原因抗原の除去で湿疹が改善する
かどうかなど、経過をみます。
　また「必要最小限の除去」のためには、栄養指導が
必須です。加工品のラベルの見方、何をどのくらい食
べられるか、不足しやすい栄養をどう補うかなど、お
いしく安全な食事のために、食物アレルギーに精通し
た管理栄養士が栄養指導をしています。
　原因食物除去の後は、時期を見て食物経口負荷試験
を行い、食物除去解除を進め、成長に伴う自然な耐性
獲得を期待します（図６）。小児は成人と異なり、即

時型症状やアナフィラキシーの既往があっても、成長
と共に治ることが期待できます。数年前に症状があ
り、その後全く食べていないお子さんがいたら、すで
に治っている可能性がありますので、小児科受診をお
勧めします。
　当院小児科は「経口食物負荷テスト」の実施が可能
です。誘発症状に対応する体制を整え、医師・看護師・
栄養士の監視のもと、負荷食を食べていただきます。
近隣の小児科医や学校栄養士の皆様からご紹介をい
ただき、症例は年々増加しております（図７・図８）。

　食物アレルギーの患者さんは、数個の蕁麻疹程度の
軽症例から、アナフィラキシーショックを起こす重症
例まで、さまざまいらっしゃいます。重症例には自己
注射薬「エピペン」を所持していただき、万が一にも、
病院に着くまでに命を落とすことのないようにしてい
ます。
　2012年に牛乳アレルギーの小学生が、給食の「チー
ズ入りチヂミ」を食べて亡くなる事故が起きました。
その後、文部科学省学校保健局は、アレルギー講習会、
ＤＶＤやインターネットを用い、小中学校の全職員が
緊急対応できるように指導しています。
　「エピペン」は、緊急時のＡＥＤや心肺蘇生法と一
緒に、市民の方にも広く使い方を学んでいただきたい
と思います（図９）。

　現在、重症例に対する経口免疫療法の有効性が報告
されています（図10）。欧米では経皮免疫療法（アレ
ルゲンを皮膚に貼付）や、舌下免疫療法（牛乳やピー

ナッツで有効）、抗IgE抗体（重症喘息に適応）が試み
られています。
　アレルギー診療の進歩により、「治癒」「予防」が期
待できる時代となりました。
　ぜひ当院小児科へご相談ください。

図５．スキンケア指導の実際

自宅以外でも完全解除
園や学校、外食などで自由に食べることができる

図６．食物アレルギーの診断から解除の流れ

完全除去

陰性
自宅で一定量まで摂取して
問題がなければ次のステップの
負荷試験

食物アレルギーと診断

食物経口負荷試験実施

自宅での解除あるいは部分解除
負荷試験で症状が出なかった量を上限として

自宅で一定期間試し、安全性を確認する

自宅で一定量まで摂取して
問題がなければ自宅外でも完全解除

陽性
半年、1年後に
再度負荷試験

除去継続

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

87 82

39 40

79
98

183

224

（大震災後）

図７　星総合病院小児科
　 経口食物負荷試験
2009年1月～2016年8月のべ人数

図８．鶏卵の負荷食

STEP 負荷食品 負荷量

１ カボチャケーキ 卵黄つなぎ1個（2.6g）

２ カボチャケーキ 全卵1/2個（3.1g）

３ 炒り卵 全卵1個（6.2g）

ＳＴＥＰ　4
温泉卵
マヨネーズ
生卵かけごはん

図９．「エピペン」の使用手順

図10．経口免疫療法（OIT）

【目標摂取量】
加熱全卵１個
牛乳２００ｍｌ

うどん１００～２００g
ピーナッツ３ｇ

外来（自宅）

摂取量

１～３か月以上
食
物
経
口
負
荷
試
験

原
因
食
物
の
完
全
除
去
２
週
間

陰
性

陽
性

☆食物アレルギーに対して
積極的に耐性化を導く治療法

負
荷
試
験
に
よ
る
耐
性
獲
得
の
診
断
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１．経口食物負荷テストについて
　食物アレルギーのアレルゲンとなる食品
は栄養価が高いものが多いことから、除去
する期間、時期を正しく判断し児の成長を
支える意味でも大切な検査です。
　食物負荷試験は、アレルゲンとなる食物
を少量ずつ食べて、その反応（皮膚・鼻・
呼吸器・腹部の症状など）を評価するも
のです。
病棟では起こりうる反応に対して、十分に
対応策を準備したうえで、負荷試験が行わ
れています。
　負荷食を少量ずつ食べていただき、15分
～30分毎に医師・看護師・栄養士・家族
がそれぞれの視点で変化を見逃さないよ
うに対応していきます。負荷試験は陰性で
あれば、ステップアップし徐々に食べられ
る食品と量が増えていきます。看護師は、
医師・栄養士と連携し、食べることが出来
るようになったことで、食生活が豊かにな
る事を一緒に喜び、また食生活を支える母
親の気持ちに寄り添った言葉かけをするこ
とを大切にしています。

２．スキンケアについて
　健康な皮膚を作る事で、皮膚感作によるアレルギーの発症の
予防を図っていきます。
　病棟で泡によるスキンケアを体験していただき、家庭でも継
続していけるように、より実践的な指導をこころがけています。

スキンケア
◎泡を作りましょう！
　泡立てネットなどを使用し、洗面器いっぱいのたっぷりの泡を作ります。
　（逆さにしても落ちないくらいのしっかりしたきめ細かい泡を作ります。）
　・その他の泡立て方　
　　ビニール袋で…　ペットボトルで…
　　ペットボトルまたはビニール袋に少量の液体石けんと水を入れ、よく振る。
　　　※簡単に泡立つので、お子さまと一緒に楽しみながらやってみましょう！

◎洗い方
①　シャワーを使用し頭～体全体にお湯をかけます。
②　顔や頭→体全体の順番で行います。

乳児はマット等に寝かせて、幼児以降は立って、両手（素手）で洗います。
③　爪を立てず、たっぷりの泡でやさしく洗い、泡はしっかり流します。

顔は、おでこ・頬・あごなどから先に、次に目のまわりから鼻・口まわり
を洗います。
泡を流す時は、体を起こし顔を立てた状態で流します。
ガーゼハンカチまたは、タオルですぐに拭きます。

④　スキンケアは、医師の指示にて１日２回もしくは１日１回行います。
また、１回に２度洗いします。
１度目は軟膏を落とす、２度目は皮膚の汚れを落とすつもりで洗います。

⑤　最後にさっと湯船につかる程度にします。

◎注意
シャワーの温度はぬるめの湯、水圧は弱めにします。熱すぎたり、水圧が強いと
かゆみを強くしてしまう恐れがあります。また、シャンプーや石鹸が残ってい
るとかゆみ・湿疹の原因になります。
※洗い忘れをしやすいところ（耳のうしろ、首の内側、頭皮）
※洗いにくいところ（手足の曲がるとこ、わ
きの下、外陰部、おしり）は意識して洗いま
しょう。

＊湿疹の評価のためにさスキンケアの前後で写真
を撮らせていただくことがあります。写真を撮
られたくない場合にはく声かけてください。

　医師の指示に基づいた種類および量の負荷食の用意と「必要最小限の除去」を目的とした栄養指導が栄養士の主
な役割です。
　乳幼児のお子さんが多く、はじめて見る負荷食を食べてくれないこともあります。こうした場合には、その子の嗜
好に合わせて別の料理に作り変えるなど完食してもらえる工夫をしています（例：加熱卵黄１個を使用したかぼちゃ
ケーキ⇒炒り卵など)。また、負荷テスト中は、お母さん方との会話を大切にしています。『除去食品が多いことで料
理のレパートリーが限られてしまう』『栄養素の不足が心配』など、食生活上の不安や心配を少しでも解消できるよ
う情報提供をしたり、反対に、毎日の料理で工夫している点
や家庭で使用しているアレルギー対応食品についてお母さん
方から教えていただいたりすることもあります。加工品中の
アレルギー原因食品の含有量について質問を受けた場合は、
直接メーカーに問い合わせて調べるなどの対応もとっていま
す。
　負荷テストを通して安全に食べられる量がわかったら、そ
の範囲で自宅でも継続して食べていただくこと、代用できる
食品を紹介して食生活の幅を広げていくことなどを心がけて
いきたいと考えています。

栄養科　管理栄養士　今井　郁帆

食物アレルギーについて

「病棟での経口食物負荷テストの実際とスキンケアについて」

▪経口食物負荷テストにおける栄養士のかかわり

鶏卵STEP3
（加熱全卵1個）

炒り卵

鶏卵STEP2
（加熱全卵1/2個）

かぼちゃケーキ
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中学生・高校生（夏休み職場体験）
【目的】

　病院職員と接することや生きた知識・技術・
技能に触れることを通して、学ぶこと、働くこと
の意義や生きることの尊さについて考えるきっ
かけとなること、主体的に進路を選択決定する
態度や意志・意欲など培うことのできる教育活
動の１つとなることを目的としています。

【内容】
◦ヘリポート、病棟、リハビリプール見学
◦車椅子・松葉づえ体験、高齢者疑似体験、とろみ

食体験
◦シミュレーター体験
（沐浴人形を使ってだっこ体験、血管可視機を
使って血管を視る、肺や心臓の音を聴診器で聴
く　など）

◦看護師・理学療法士・臨床工学技士等へのイン
タビュー（苦労する点、どうやってその職種に
就けるかなど）
※高校生は希望職
種別の体験・見学
メニューがあり、
職場体験をきっか
けに当院に就職し
た例もあります。

医大学生
【目的】

　医療現場の実際を見学、研修
病院について理解し、初期研修
先の検討に役立てていただく
ことを目的としています。

【内容】
　どんな病院か興味をもって
もらうため、病棟や財団他施設
の見学や研修プログラムの説
明、寮案内などを行い、医師・
研修医・コメディカルスタッフ
と交流の機会を設けています。

医療関係者・一般市民
【目的】

　地域の方々、医療関係の方に
院内を見学して頂き、最新の医
療情報・サービスを紹介するこ
とで医療現場における相互理解
の促進を目的としています。

【内容】
◦シミュレーター事業について
（Simmegチームの取り組みや職員への教育をどの様に行って
いるか理事長を交えてインタビュー）

◦病院の業務見学
・就職希望者へ向けて⇒事務エリアを中心にどんな仕事があ
るか見学　Ex.SPDシステム、医療事務、薬剤事務について
・学生へ向けて⇒病院にある職種紹介、施設紹介、これから医
療職を志す方々へ応援メッセージなど

◦医療機器紹介
（当院で使用する医療機器の保
管方法やメンテナンスについ
ての紹介）

◦事業所との交流
（各部署の業務紹介、施設紹介、
意見交換会　Ex.医事部、栄養
科、事業本部）

病院見学を受け入れています
（教育研修センター）

　教育研修センターでは様々な見学・体験・研修などを受け入れています。
　平成28年度の上半期（４～９月）で45の施設から合計281名がいらっしゃいました。

㈱メディサン　JICA研修員
富久山公民館
社会保険診療支払基金宮城支部
テルモ株式会社

日建学院郡山校
平田村学校給食センター
福島県立郡山養護学校
奥羽大学1年生

郡山市立熱海中学校
郡山市立宮城中学校
郡山市立緑ヶ丘中学校
郡山市立郡山第四中学校

郡山市立郡山第三中学校
郡山市立富田中学校
須賀川市立仁井田中学校
郡山ザベリオ学園中学校

鹿児島大学
札幌医科大学
東邦大学
獨協医科大学
岩手医科大学

兵庫医科大学
帝京大学
北海道大学
埼玉医科大学
福島県立医科大学

安積高校
本宮高校
安積黎明高校
船引高校
郡山東高校
須賀川桐陽高校
郡山高校

安達高校
日大東北高校
尚志高校
田村高校
湖南高校
あさか開成高校

　教育研修センターでは、財団各施設・各部署の協力を得て、患者さんのプライバシーに考慮しながら、より実際
の医療現場に近い状況を見学・体験していただけるような取り組みをしています。

申込・問合せ：教育研修センター　TEL：024-983-5524（担当　佐藤）
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安積國造神社　秋季例大祭に参加しました

表彰されました

稲刈りをしました

さつま芋を収穫しました（三春町敬老園）

　安積國造神社秋季例大祭「神輿還卸」
に職員31名が参加しました。
　初めは緊張気味だった職員もサラシを
巻いて豆絞りを頭に気合十分。「ワッショ
イ！」の声が響き渡り、町中お祭りのムー
ド一色。お神輿がやっとの思いで神社に
たどり着くと大きな拍手と歓声があがり
ました。

　星理事長をはじめ、職員、敬老園の入
所者の方々総勢35名と地元の農家の方の
協力を得て稲刈りを行いました。初めて
という職員達は、農家の田中さんから専
用の鎌の使い方を教わりながら慣れない
手つきで、敬老園の皆さんは慣れた手つ
きでどんどんと稲を刈って行きます。み
んなで収穫した新米が楽しみです。

　三春病院駐車場脇の畑で三春町敬老園と三春町第１保育
所、近隣の特別養護老人ホームあぶくま荘の方々もお誘い
して、さつまいもの収穫をしました。
　保育所の子供達の「おじいちゃん頑張れ！おばあちゃん
頑張れ！」の応援を受けていつもより張り切って作業する
姿も見られ、賑やかな声が広がる楽しい交流ができました。

　福島市の日本赤十字社福島支部にて127団体の功績を讃
え、平成28年度日本赤十字社福島県支部献血推進団体等表彰
式が行われました。
　星総合病院と星ヶ丘病院がそれぞれ表彰を受けました。
銀色有功章（30団体）　星総合病院
県支部長感謝状 金枠（32団体）　星ヶ丘病院

10
13

9
29

10
6

10
14



施設ニュース施設ニュース

ポラリス保健看護学院

星 ヶ 丘 病 院

養護老人ホーム三春町敬老園

三春町立三春病院星ヶ丘病院・介護老人保健施設オリオン
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みはるフェスタを開催しました 10月1日
　三春病院特設会場にて「第７回　みはるフェスタ」を開催。

「地域をつなぐ三春の輪」をテーマに、病院前広場には焼きそ
ば・フランクフルト・射的・輪投げ・お菓子つかみどりなどの
お店が並び、院内会場では病院長による「生活習慣病につい
て」の健康講座・三春第一保育所園児によるダンス・敬老園
入所者による踊り・ギター演奏・サックス四重奏など様々な
催しがありました。毎年好評のバザーも開催、多くの方々に来
院いただきました。今年は三春町
のキャラクター「こまりん」も登
場し子供たちに大人気でした。

星ヶ丘フェスタ 10月30日
　「つながる輪、ひろがる輪～地域のつながりは星ヶ丘から～」をテーマに星ヶ丘フェスタ2016を開催、患
者さんやご家族、地域の方々、病院関係者など350名が参加しました。これまでは10月の土曜日に開催して
いましたが、今年は例年以上に地域の方々の参加を頂けるようにと日曜日に開催しました。病院駐車場をメ
イン会場に太鼓やギター、スコップ三味線の演奏、チアガールやよさこいチームのダンスが披露されました。
他にも北警察署によるパトカー・白バイの展示、バ
ザーや新鮮野菜・果物の販売、職員によるやきそば・
フランクフルトなどのお店も並びました。病院近く
の田んぼで採れた新米や病院の野菜で作ったカレー
も好評、販売したお米や野菜も人気でした。体育館
では県警音楽隊による迫力の演奏会も開かれ、会場
からは大きな拍手が送られました。

第18回北極祭（一般公開） 9月17日
　「キラキラ笑顔、溢れるスマイル～地域と共に歩いて
いこう～」をテーマにミキサー食試食などの新たな試み
や、手浴・足浴、健康教室、血圧・身体測定、骨盤体操
など授業での学びを活かした体験企画、また、認知症サ
ポーター養成講座等の学びのコーナーも行いました。タ
イアップした青空市の開催や、福島赤十字血液センター
の献血も行われ多数の来場者に献血のご協力をいただき
ました。300名を超えるたくさんの方にお越しいただき、
盛大に行うことができました。

オリオンまつりを
開催しました 9月10日
　今年は「昭和20年～30年」をイメージ
したゲームコーナーや綿あめ・フランク
フルトなどの屋台が並び、当時の懐かし
い雰囲気が紹介されました。利用者とそ
の家族、地域の方々、ボランティアなど約
300名が参加、最後は全員でうねめ踊りを
楽しみました。

敬老会を開催しました 9月13日
　敬老の日を迎え、３名の方が喜寿、14名の
方が長寿、40名の方が80歳以上となり、三春
町長よりお祝いが贈られました。祝宴では、
理事長によるウクレレの演奏と松蔚流舞扇
会の皆さんによる祝舞が披露され、みなさ
んのご長寿とご健康をお祝いしました。
　三春病院院長の乾杯で、お刺身や赤飯等
のお祝いの
食事を楽し
みました。
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　６月から11月までの半年間、毎週火曜日（祝日を除く）10時30分～13時
　かがやき健康館前であおぞら市が開かれています。
　福島の豊かな恵みを皆様と分かち合いたい！との思いから、
　平成26年に開始。今年度も様々なお店が並びました。

公益財団法人星総合病院

◦星総合病院
〒963-8501　福島県郡山市向河原町159番1号
TEL 024-983-5511

　星総合病院　在宅介護支援センター
TEL 024-983-5515

　ほしのこ保育園
TEL 024-983-5519

◦星ヶ丘病院
〒963-0211　福島県郡山市片平町字北三天7番地
TEL 024-952-6411

　星ヶ丘訪問看護ステーション
TEL 024-962-1711

　居宅介護支援事業所星ヶ丘
TEL 024-952-6414
　星ヶ丘保育園

〒963-0211　福島県郡山市片平町字北三天7番地3号
TEL 024-951-0788
◦介護老人保健施設　オリオン

〒963-0211　福島県郡山市片平町字峯三天2番地
TEL 024-952-6413
◦三春町立三春病院（指定管理）

〒963-7752　福島県田村郡三春町字六升蒔50
TEL 0247-62-3131
　三春訪問看護ステーション

TEL 0247-73-8270
◦ほし横塚クリニック

〒963-8803　福島県郡山市横塚二丁目20-36
TEL 024-956-7778

　星訪問看護ステーション
TEL 024-956-2322

　芳賀・小原田地域包括支援センター
TEL 024-941-1121

◦星訪問看護ステーション　しずか
〒963-0209　福島県郡山市御前南5丁目18番地　ウエストパークB棟102号
TEL 024-983-6410

◦養護老人ホーム　三春町敬老園（指定管理）
〒963-7752　福島県田村郡三春町字六升蒔50番地の1
TEL 0247-62-3618
◦ポラリス保健看護学院

〒963-8801　福島県郡山市向河原町159番7号
TEL 024-983-5010
◦三春町第１保育所（指定管理）

〒963-7769　福島県田村郡三春町担橋1-4-1
TEL 0247-62-3839

ご意見をお聞かせ下さい。

ホームページアドレス
http://www.hoshipital.jp
発　行／ 公益財団法人星総合病院
編　集／ 法人広報部
発行日／ 平成28年11月
住　所／ 〒963-8501
　　　　 郡山市向河原町159番1号

・猪越　様　（野菜）
・天然酵母to国産小麦のぱん
　Home Mede Endoh　様（パン）
・中野　様（野菜）
・はないち　様（生花）
・もりちゃんフルーツ　様（果物）
・松井　様（野菜）
・柳沼　様（野菜）
・ハッピーファーム　様（きのこ）

出店者の皆様
・吉田　様（野菜）
・savon de ao　様（手作り石鹸）
・たいむIL　様（革製品・やきもの）
・空ちゃん農園　様（野菜）
・趣味園芸の会　様（山野草）
・つくりて藍　様（布小物）
・矢吹　様（野菜）
・まぁぶる　様（お菓子）

また来年もよろしくお願いします。


